
２０２６年度 けんよご・行政福祉職のための成年後見制度研修会

新しく担当する人のための
成年後見制度研修会

けんた ようこ

第２回

読み原稿を作る余裕がなかったので、
今回は、お聞き苦しいですが、山中
が話します。

けんよご
センター長 山中和彦



①親族などが本人のために申立て

家
庭
裁
判
所

③成年後見人を選任・登記 東京法務局

④登記事項証明書をもって
本人の代理など本人ため
後見活動をする

成年後見人

銀行・市役所など

②
調査
鑑定
審問 選任 登記

判断能力の不十分な人
四親等内の親族

成年後見制度の手続き
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登記事項証明書
（東京法務局）



申立てができる人

① 本人
② 配偶者
③ ４親等内の親族

配偶者⓪

息子① 娘①

孫②

兄②

おい③

娘の夫①

父① 母①

つまり、身近な親族で
ないと申し立てられま
せん。
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本人

①一親等
②二親等
③三親等

おいの子ども④

身近な親族がない場合
は、市町村長申立てと
なります。



成年後見制度の利用にかかる費用

○ 申立費用 ２万円程度（原則として、申立人負担）

○ 後見報酬 後見活動をしてもらったあとで支払う（本人負担）

1 経済的に余裕がない人のために、成年後見制度利用支援事業があります。

2 「申立費用助成」と、後見活動後の「後見報酬助成」があります。

3 所得制限があり、生活保護世帯か年150万円以下の収入とされているところが多い。

4 要件にあてはまると月額２万円程度の報酬について、助成を受けることができます。



報酬に関する実態調査から

5
「報酬に関する実情調査の集計結果について － 令和７年７月～１２月 ー」（最高裁判所）

本人の流動資産が
1000万円以下なら
10万円代～20万円代



基本的に、裁判所にお任
せとなります。調査官面談
のときは、支援者にお世
話になることがあります。

申立てにいたるまでの流れ
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審
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支
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者
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けんよご・市町担当課
はどちらが先でもかま
いません。

法律、福祉の専
門家により、よ
り適切な候補
者を検討します。

これまの日常生活
を支援してこられた
方、行政の担当者と
けんよごが、集まっ
て検討します。



成年後見制度利用検討（支援者会議）
判
断
能
力
が
不
十
分
か ほ

か
の
支
援
方
法
の
検
討

はい

いいえ

契
約
能
力
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残
っ
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い
る
か

困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
＝
法
律
行
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が
含
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れ
る
か

いいえ

はい いいえ

はい 日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
検
討

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
検
討

取
消
権
が
必
要
か

①
誰
が
申
立
て
を
す
る
の
か

②
誰
が
後
見
人
に
ふ
さ
わ
し
い
か

③
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
よ
り
生
活
が
ど
う

変
わ
る
の
か
、
変
え
ら
れ
る
の
か
。

利用検討
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ほ
か
の
支
援
方
法
の
検
討



基本的に、裁判所にお任
せとなります。調査官面談
のときは、支援者にお世
話になることがあります。

申立てにいたるまでの流れ
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法律、福祉の専
門家により、よ
り適切な候補
者を検討します。

これまの日常生活
を支援してこられた
方、行政の担当者と
けんよごが、集まっ
て検討します。



市町村長申立て

• 市町村長申立ては、全体の約４分の１（２３．7％）

「成年後見関係事件の概況―令和７年１月～１２月」
（最高裁判所事務総局家庭局）
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市長・町長申立ての実績
市長・町長申立件数（件）

小
牧
市

岩
倉
市

大
口
町

扶
桑
町

合
計

2018年度 10 8 1 0 19 

2019年度 5 4 0 0 9 

2020年度 2 6 0 1 9 

2021年度 8 4 0 0 12 

2022年度 10 2 0 3 15 

2023年度 23 4 0 1 28 

2024年度 23 11 0 1 35 
2025年度 15 10 0 1 26

2018-2025年度 96 49 1 7 153 

（2024年4月人口） 148,674人 47,700人 23,998人 34,917人 255,289人

←けんよご開設年
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市長・町長申立ての進め方

全国各地の市町村長マニュアル

• 「成年後見制度市町村長申立ての手引き」（大阪成年後見制度研究会 令和５年９月）
• 「成年後見制度市町村長申立てマニュアル」（神奈川県社会福祉協議会 令和６年２月）
• 「成年後見制度市町村長申立てマニュアル」（福井県 令和５年11月）

など

当地区での手引き

「市長・町長申立てにかかるガイドライン」（尾張北部権利擁護支援センター運営協議会 令和7年3月）

これらのマニュアルを参考に、当地区での運用を
反映した手引きを作成しました。

https://wp.me/PaWyS1-3tl
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市町村長申立ての法的根拠

• 成年後見制度の対象となる人は、精神の障害により、判断能力が十分で

ない人、具体的には、①認知症の高齢者、②知的障害者、③精神障害者

です。

• 市町村長申立ての法律上の根拠は、

①高齢者については、老人福祉法（第32条）

②知的障害者については、知的障害者福祉法（第28条）

③精神障害者については、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（第

51条の11の2）

となっています。
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具体的な法的根拠

（上記条文中に引用されている審判）

・民法第７条 後見開始の審判

・民法第１１条 保佐開始の審判

・民法第１３条第２項 保佐人の同意を要する行為の範囲の拡張の審判

・民法第１５条第１項 補助開始の審判

・民法第１７条第１項 補助人の同意権付与の審判

・民法第８７６条の４第１項 保佐人の代理権付与の審判

・民法第８７６条の９第１項 補助人の代理権付与の審判

老人福祉法
第３２条 市町村長は、６５歳以上の者につき、その福祉を図るため特に必
要があると認めるときは、民法第７条、第１１条、第１３条第２項、第１
５条第１項、第１７条第１項、第８７６条の４第１項又は第８７６条の９
第１項に規定する審判の請求をすることができる。

知的障害者につき
精神障害者につき
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市長村長申立ての要件

→親族による成年後見制度の申立てが期待できないとき

・２親等内の親族がいない場合や、いても音信不通や支援拒否等の状況の場合
・申立を行おうとする３、４親等の親族の存在が既知の情報で明らかでない場合や、存在が明らかであっ
ても音信不通や支援拒否等の状況の場合

市町村長申立ての要件は、「その福祉を図るため特に必要があると認めるとき」のみ

→必要と判断される介護保険サービスや障害福祉サービスの利用や、その利用に付随する財産の管
理など日常生活上の支援を図るため

→虐待の通報又は届出に対し、虐待の防止や保護、自立の支援を図るため

「その福祉を図るため」とは

「特に必要があると認めるとき」とは

出所：https://guardianship.mhlw.go.jp/common/uploads/2022/03/r3-mt-b-7.pdf,厚生労働省,P296
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申立人の検討

２親等内の親族がいることだけで、市長・町長申立てを排除しません。
必要性、緊要度に照らして、その親族による速やかな申立てが、現実に
期待できるかどうかで判断します。

たとえば、２親等内の親族がいても、つぎのような場合は、市長・町長
申立てをする方向で調整します。
子どもはいるが、障害があって申立ては困難
別れた妻との間に子はいるが、20年来音信がない
長男・長女はいるが、長男は本人を虐待しており、長女は長男を怖れ
て申立てできない

親族調査対象は、２親等以内。３親等以上離れている親族は、調査不要
です。先方から、自分がやるといってこられたときは、申立てしてもら
いますが、行政から探す必要はありません。



市町村長申立ては「権限」か「義務」か

• この条文の文末は、「審判の請求をすることができる」となっていることから、これは、

「できる規定」なのだから、義務はないといわれる職員もいますが、例えば、虐待等があ

り、市町村がすみやかな申立てを行わなかったために、本人の権利が侵害されていくよう

な場合には、申立てが義務となりうる場合があります。

• 市町村長が申立てをしていれば、本人の利益や権利が守られたのに、それをしなかった場

合には、果たすべき義務を果たさなかったとの問題となり得て、行政の不作為として、国

家賠償法による訴訟の対象となることも考えられます。

• なによりも、身寄りのないかた、虐待されているかたを助けることのできるよう、権限を

行政に託されていると考えれば、市町村長申立ては、行政の責務と考え、けんよごでは、

積極的な取組を行政にお願いしているところです。
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市長・町長申立ての基本的な流れ

本人と信頼関係のあるケアマネジャーさんなど、日常生活を
支えている支援者にも、お手伝いいただくところがあります。
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③
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行政
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けんよご
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まとめ

• 成年後見制度は、本人の生活と権利を守るための重要な制度です。

• 市長・町長申立ては、身寄りのない方の、最後のよりどころとして、権

限が付与されているものであり、責務があるといえます。

• 市長・町長申立ては、行政が中心に進めるものの、信頼関係のある支援

者にお手伝いをいただく場面も多くありますので、ご協力をお願いしま

す。
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